
 

 

 

 

 

 

 

  高分子多軸配向材料の配向関数評価 

  ＰＰ＆ＰＥＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア 

  PMDA-ODApolyimide,Hexagonal追加 

  Ver1.07M 

 

 

 

 

 

 

  

    Orientationと同じ小数点以下４桁としました。 

 

 

    ２０２０年０７月２５日 

     HelperTex Office 

     

     

 

       不明な点は問い合わせください。 



概要 

 Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの多軸配向材料評価として、PPOrientationを作成しているが 

   同一計算方法で、多軸配向Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ材料の配向計算を行う。 

   ソフトウエアは、PPOrientation に追加変更を行っているので、追加部分を説明し、 

   データを使ってソフトウエアの検証を行います。 

   本ソフトウエアでは、ＰｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅとＰｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ材の 

   多軸配向、配向関数計算を行います。 

   以下はＰｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅの説明ですが、 

Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅは PPOrientation説明書を参照して下さい。 

プログラムの機能は PPOrientation と同じ 

Ver1.06以降、規格化を Kearns Method に変更 

ＰＰ＆ＰＥＯｒｉｅｎｔａｉｏｎソフトウエア 

   

 PPOrientationから PEOrientation への切り替え 

 画面が切り替わり、赤丸部分が変わります。 

   

 



 PMDA-ODApolyimideへの切り替え 

  

  

 Hexagonalへの切り替え 

  

  



テストデータによる評価  

 C:¥CTRDATA¥Polyethylene110-200以下のデータを選択し、計算を行います。 

 ContourDispで極点図を確認 

  

 Ｃａｌｃで計算を行うと、結果が表示されます。 

 

 この結果と｛１００｝｛０１０｝｛００１｝極点図の配向関数と比較する。 

  

 

 

 

 

 



Orientationソフトウエアで｛１００｝配向関数（完全極点図から計算） 

 

｛０１０｝配向関数 

 

｛００１｝配向関数 

 

 

ほぼ相関があり、計算上は{110},{200}から配向関数が計算可能です。 



１軸配向データでＦｉｂｅｒＳｉｍｐｌｅＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎと比較 

 

 

SimpleFiberOrientation(Ver1.07)は、極点図の外周を用いて計算が行われます。（外周のみの極点図で OK） 

 

PP&PEOrtientationは２つの極点図全データから計算 

 

 

 



完全極点図と比較 

 

 

 

 


